
　
　
　
明
治
初
期
の
「
後
進
性
」
に
關
す
る
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
　
藤
　
　
　
正

　
　
　
　
　
　
　
序
　
　
　
説

　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
　
後
進
性
の
基
準

　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
　
明
治
初
期
の
後
進
性

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
　
基
準
Ｉ
　
金
　
　
利

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
基
準
Ⅱ
　
生
活
水
準

　
　
　
序
　
　
　
　
説

　
わ
が
国
は
、
明
治
維
新
に
よ
り
従
来
の
封
建
制
度
の
下
に
お
け
る
種
々
の
桎
梏
が
打
破
さ
れ
、
新
鮮
な
空
気
の
下
に
新
日
本
は
更

生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
際
と
ら
れ
た
政
策
目
標
は
、
「
先
進
強
国
」
へ
の
一
日
も
速
か
な
る
到
達
で
あ
り
、
「
知
識
ヲ
世
界
ニ
求
メ

大
ニ
皇
基
ヲ
振
起
」
す
る
「
政
体
」
に
そ
の
根
本
理
念
が
存
し
て
い
る
。
こ
の
具
体
的
目
標
と
し
て
、
「
富
国
強
兵
」
「
殖
産
興
業
」

の
二
つ
が
明
示
さ
れ
た
。
こ
の
政
第
は
従
来
抑
圧
さ
れ
て
い
た
起
業
お
よ
び
消
費
革
命
と
し
て
の
需
要
充
足
の
途
を
切
り
開
い
た
。

つ
ま
り
こ
の
需
要
充
足
は
「
先
進
強
国
」
化
の
た
め
、
経
済
的
社
会
的
に
全
般
に
立
ち
遅
れ
て
い
た
諸
要
因
を
発
展
条
件
に
適
応
さ

　
　
　
明
治
初
期
の
後
進
性
に
関
す
る
研
究
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せ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
先
ず
、
後
進
的
諸
要
因
の
発
展
条
件
と
し
て
明
治
初
期
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
、
い
わ
ゆ
る
現
代
西
欧
諸
国
家
の
学
者
の

一
群
に
依
っ
て
説
か
れ
る
後
進
国
開
発
理
論
、
あ
る
い
は
、
経
済
成
長
の
過
程
に
関
す
る
諸
説
を
反
省
し
、
そ
こ
か
ら
、
明
治
初
期

へ
の
あ
て
は
め
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
が
一
つ
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
現
代
後
進
国
開
発
諸
理
論
を
分
析
す
る
と
き
、
そ
こ
に
発
展
的
条
件
と
し
て
、
必
然
条
件
と
充
分
条
件
の
二
つ
を
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
こ
で
必
要
条
件
と
考
え
る
も
の
は
、
現
代
理
論
の
一
派
の
説
く
経
済
的
要
因
を
中
心
と
す
る
物
質
的
な
発
展
的
均
衡

条
件
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヌ
ル
ク
セ
、
ラ
イ
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
等
（
註
）
を
最
先
端
と
す
る
後
進
国
開
発

理
論
が
之
に
相
当
す
る
。
つ
ま
り
、
資
本
、
労
働
、
資
源
の
発
展
へ
の
役
割
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
後
進
国
が
先
進
国
の
水
準
に
至
る
に
は
、
前
記
の
物
的
条
件
が
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
充
分
で
な
い
。
そ
こ
に
は
現
代

後
進
国
開
発
論
の
一
派
た
る
社
会
経
済
学
派
の
説
く
発
展
の
た
め
の
「
意
志
」
「
後
進
意
識
」
が
国
民
の
間
に
存
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
わ
が
国
で
は
特
に
「
精
神
」
と
し
て
力
説
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
之
を
充
分
条
件
と
考
え
た
い
。
こ
の
精
神
は
特
に
抑

圧
さ
れ
て
い
た
力
の
反
動
と
し
て
解
釈
さ
れ
、
バ
ブ
ス
ン
は
次
の
如
く
明
解
な
数
学
的
解
釈
を
与
え
て
い
る
。
「
…
…
日
本
人
が
近

々
ニ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
成
し
遂
げ
た
非
常
な
進
歩
は
、
世
界
の
驚
異
と
看
做
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
理
由
は
作
用

お
よ
び
反
作
用
の
法
則
に
よ
れ
ば
極
め
て
簡
単
に
説
明
出
来
る
。
こ
の
国
民
は
数
世
紀
間
、
罎
詰
め
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
間
エ
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ナ
ー
ジ
ー
は
漸
次
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
然
る
と
き
突
如
、
機
会
の
扉
は
開
放
さ
れ
、
あ
た
か
も
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
爆
発
す
る
と

き
機
会
的
に
生
ず
る
と
同
様
な
結
果
が
心
理
上
に
生
じ
た
。
か
つ
日
本
が
罎
詰
に
な
っ
て
い
た
年
数
を
そ
の
期
間
の
イ
ン
テ
ン
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
１
）

イ
に
乗
じ
た
積
と
そ
の
最
近
に
お
け
る
発
達
量
に
そ
の
期
間
の
長
さ
を
乗
じ
た
積
と
の
間
に
は
数
学
的
同
等
が
成
立
つ
」
そ
の
他
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
２
）

の
よ
う
な
意
志
を
強
調
す
る
も
の
に
は
ロ
ス
ト
ク
、
フ
ラ
ン
ケ
ル
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
か
か
る
発
表
の
基
盤
と
し
て
、
明
治
初
期
が
如
何
な
る
後
進
的
性
格
を
有
し
て
い
た
か
を
史
実
に
基
づ
い
て
検
証
す

る
こ
と
を
試
み
た
。
第
一
章
は
現
代
後
進
国
開
発
諸
理
論
を
中
心
に
独
自
の
後
進
性
の
ク
ラ
イ
テ
リ
オ
ン
の
整
理
を
試
み
た
。
第
二

章
は
第
一
章
に
一
般
的
共
通
の
基
準
と
考
え
ら
れ
る
、
資
本
不
足
に
よ
る
金
利
高
お
よ
び
生
活
水
準
の
低
い
こ
と
を
、
明
治
の
資
料

に
依
り
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
注
、
本
稿
に
お
け
る
明
治
初
期
は
、
本
研
究
の
関
係
す
る
共
同
研
究
の
共
通
理
解
と
し
て
、
明
治
元
年
ｌ
十

八
年
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
資
料
の
関
係
よ
り
二
〇
年
代
迄
を
対
象
と
し
た
。
）

　
　
　
　
第
一
章
　
後
進
性
の
基
準

　
後
進
性
あ
る
い
は
後
進
国
の
概
念
は
、
現
代
後
進
国
開
発
に
関
す
る
数
多
く
の
論
著
に
よ
っ
て
種
々
の
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
之
等
の
い
ず
れ
を
明
治
初
期
の
後
進
性
に
あ
て
は
め
て
み
て
も
規
定
し
足
り
な
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
軍
事
的
後
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進
性
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
後
進
性
概
念
の
設
定
に
は
歴
史
性
と
地
域
性
が
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
。
現
在
一
般
に
い
わ
れ
る
開
発
方
式
は
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
、
更
に
技
術
的
諸
要
因
の
均
衡
的
充
足
で
あ
り
、
軍
備

充
実
に
依
る
先
進
強
国
意
識
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
大
砲
」
と
「
軍
艦
」
に
依
っ
て
先
進
国
の
模
型
を
提
示
さ
れ

た
わ
が
国
に
と
っ
て
は
、
軍
事
的
な
先
進
強
国
化
の
意
識
こ
そ
が
、
富
国
強
兵
の
政
策
目
標
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
一
つ
の
有
力
な
理

由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
私
は
後
進
国
の
基
準
を
設
定
す
る
場
合
、
次
の
四
つ
に
大
別
し
た
い
。
一
、
軍

事
的
後
進
性
、
二
、
経
済
的
後
進
性
、
三
、
社
会
的
・
文
化
的
後
進
性
、
四
、
技
術
的
後
進
性
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
す
べ
て
を

記
述
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
之
等
の
具
体
的
基
準
を
特
に
現
代
後
進
国
開
発
の
諸
論
か
ら
若
干
抽
出
し
た
の

ち
、
軍
事
的
後
進
性
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
加
え
た
。

　
右
の
四
指
標
は
そ
れ
ぞ
れ
関
連
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
便
宜
的
に
区
別
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
れ
ら
の
基
準
設
定
に
致

る
ま
で
の
経
過
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

　
ラ
イ
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
後
進
性
の
特
性
を
略
記
す
れ
ば
、
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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右
の
如
き
後
進
性
の
具
体
的
基
準
設
定
は
現
在
で
は
常
識
に
な
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、
問
題
は
如
何
な
る
尺
度
、
水

準
を
も
っ
て
高
い
か
低
い
か
、
先
進
か
後
進
か
を
定
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
如
く
、
資
本
不
足
の
基
準
を
取
り
上

げ
て
み
て
も
、
先
進
強
国
に
比
す
れ
ば
絶
対
的
に
小
さ
く
て
も
、
他
の
要
因
と
の
発
展
的
均
衡
に
あ
る
な
ら
ば
、
適
度
資
本
量
で
あ

る
か
も
し
れ
ず
、
従
っ
て
、
具
体
的
に
史
実
か
ら
一
つ
一
つ
の
基
準
項
目
の
内
容
を
検
討
す
る
の
で
な
け
れ
ば
一
概
に
高
低
と
先
後

の
並
列
に
は
問
題
が
残
る
。
ラ
イ
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
点
に
つ
い
て
相
当
の
頁
を
割
い
て
論
述
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
立
ち

入
ら
ぬ
こ
と
と
し
よ
う
。

　
ヤ
コ
ブ
・
ヴ
ア
イ
ナ
ー
は
後
進
性
に
つ
い
て
次
の
定
義
を
あ
げ
る
。
田
面
積
に
比
し
て
人
口
の
比
率
の
低
い
国
（
註
、
こ
の
定
義
は

一
般
性
が
な
い
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
）
岡
高
い
利
子
率
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
資
本
不
足
国
（
註
、
ラ
イ
ベ
ン
シ
ェ
タ
イ
ン
基
準
〔
１
〕
回
申
項

に
該
当
）
同
工
業
生
産
物
の
総
生
産
物
に
対
す
る
比
率
、
工
業
人
口
の
総
人
口
に
対
す
る
比
率
の
低
い
国
、
同
人
口
の
若
い
国
、
田

追
加
資
本
、
追
加
労
働
力
あ
る
い
は
追
加
天
然
資
源
の
有
望
な
見
込
を
も
ち
、
現
在
の
人
口
に
よ
り
高
い
生
活
水
準
を
与
え
る

か
、
あ
る
い
は
既
に
一
人
当
り
国
民
所
得
が
か
な
り
高
い
場
合
、
そ
の
水
準
を
低
め
な
い
で
、
よ
り
多
く
の
人
口
を
養
い
う
る
見
込

を
持
つ
国
。
そ
の
他
、
ブ
キ
ヤ
ナ
ン
・
エ
リ
ス
の
開
発
論
に
お
い
て
、
低
開
発
な
る
概
念
は
「
住
民
の
消
費
お
よ
び
、
物
質
的
な
福

祉
の
比
較
的
低
い
水
準
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
、
か
つ
は
既
知
の
手
段
の
適
用
に
よ
る
改
善
の
潜
在
性
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
裏
付
け

ら
れ
る
如
き
、
経
済
上
の
成
果
の
上
ら
ぬ
貧
弱
な
状
態
」
を
い
み
し
、
経
済
的
基
準
よ
り
相
対
的
後
進
性
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た

国
連
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
「
一
人
当
り
実
質
所
得
の
低
い
国
、
し
た
が
っ
て
貧
国
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
か
ら
す
れ
ば
、
ラ
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イ
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
方
が
包
括
的
で
あ
ろ
う
。
ヌ
ル
ク
セ
の
後
進
国
の
取
扱
う
意
識
は
周
知
の
如
く
資
本
不
足
に
依
っ
て
集
約
さ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
わ
が
国
の
経
済
発
展
の
初
期
と
し
て
の
明
治
初
期
に
つ
い
て
、
後
進
性
を
特
長
づ
け
る
と
き
、
特
に
軍
事
的
立
遅
れ
の

意
識
を
強
調
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
土
屋
氏
の
言
を
か
り
る
な
ら
ば
、
「
維
新
政
府
は
先
進
資
本
主
義
諸
国
と
接
触
し
て
急
速
に
新
日

本
の
建
設
、
確
立
を
図
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
近
代
的
軍
備
の
強
化
に
力
を
用
い
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
説
明
は
維
新
史
の
数
多
く
の
論
著
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
裏
面
に
軍
事
的
後
進
性
意
識
が
根
強
く
張
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
政
策
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
富
国
強
兵
」
は
、
数
多
く
の
歴
史
的
関
係
（
た
と
え
ば
、
「
尊
王
壊
夷
」
の
肩
変
り
。
「
士
魂

の
軍
事
強
国
化
へ
の
伝
統
的
精
神
の
圧
力
。
外
国
軍
事
勢
力
の
認
識
、
明
治
七
年
の
台
湾
問
題
等
」
の
も
と
に
打
ち
立
て
ら
れ
、
推

進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
二
三
の
資
料
に
依
り
之
等
の
後
進
意
識
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
い
ま
兵
部
省
建
議
書
の
う
ち
、
「
至
急
大
ニ
海
軍
ヲ
創
立
シ
善
ク
陸
軍
ヲ
整
備
シ
テ
護
国
ノ
体
勢
ヲ
立
ヘ
キ
ノ
議
」
（
明
治
三
年
五

月
）
を
み
る
に
、
「
欧
羅
巴
亜
米
利
加
両
州
ノ
各
国
勉
メ
テ
海
陸
軍
ヲ
増
備
シ
互
ニ
相
対
立
ス
ル
ノ
勢
ヲ
固
フ
ス
…
…
然
ル
ニ
皇
国

御
維
新
ノ
時
ニ
当
り
宇
内
ノ
情
勢
ニ
階
ヒ
外
国
ノ
交
際
日
々
ニ
開
カ
セ
ラ
レ
候
ニ
付
テ
ハ
片
時
モ
護
国
至
要
ノ
海
陸
軍
ヲ
厳
備
シ
対

立
ノ
勢
力
ヲ
張
セ
ラ
レ
ス
候
テ
ハ
…
…
」
と
て
満
州
清
国
の
大
国
が
英
国
に
侵
入
し
た
実
状
を
あ
げ
、
軍
の
充
実
な
き
と
き
は
。

　
「
平
時
ハ
軽
侮
」
「
戦
時
ハ
敗
衂
」
を
と
る
こ
と
を
力
説
し
て
海
軍
の
厳
備
を
議
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
建
議
書
は
更
に
、
「
海
陸

軍
ノ
厳
備
ス
ル
ト
否
ラ
サ
ル
ト
ハ
、
皇
国
ノ
安
危
栄
辱
ニ
関
ス
ル
所
ニ
シ
テ
…
…
上
下
奮
励
全
国
カ
ヲ
合
シ
テ
大
ニ
海
軍
ヲ
振
起
シ
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能
ク
陸
軍
ヲ
整
備
シ
民
土
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
権
力
ヲ
養
成
シ
テ
彼
ヲ
晨
憚
セ
シ
メ
…
…
」
と
あ
り
、
こ
の
点
よ
り
判
断
す
れ
ば
国
防
意

識
が
と
り
も
な
お
さ
ず
、
軍
事
的
劣
等
意
識
の
代
弁
者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
大
ニ
海
軍
ヲ
創
立
ス

ル
ノ
議
」
（
明
治
三
年
五
月
）
に
も
、
「
…
…
然
ル
ニ
護
国
至
要
ノ
軍
備
闕
如
シ
意
ニ
今
日
ノ
外
侮
ヲ
醸
成
セ
シ
者
ハ
他
ナ
シ
、
二
百

年
来
鎖
国
ノ
議
ヲ
固
執
シ
更
ニ
宇
内
ノ
変
革
形
勢
ヲ
通
知
セ
サ
リ
シ
故
ナ
リ
。
今
ヤ
大
政
御
維
新
、
皇
威
ヲ
四
方
ニ
宣
揚
シ
給
フ
可

キ
ノ
際
ナ
リ
：
：
：
上
下
一
心
協
力
至
速
ニ
強
大
ノ
海
軍
ヲ
振
起
シ
之
ヲ
用
テ
数
千
歳
赫
々
タ
ル
我
皇
国
ヲ
擁
護
タ
外
皇
威
ヲ
海
外
ニ

耀
ン
事
ヲ
…
…
」
と
い
う
意
味
は
、
軍
事
的
後
進
性
脱
脚
意
欲
に
他
な
ら
な
い
。
（
註
、
引
用
し
た
兵
部
省
建
議
書
は
当
時
豊
岡
藩
へ
廻
送

さ
れ
た
写
本
を
使
用
し
、
字
句
は
そ
の
儘
と
し
た
。
な
お
前
田
正
名
の
「
興
業
意
見
」
の
中
に
も
軍
事
的
後
進
性
に
つ
い
て
種
々
意
見
が
散
見
さ
れ

た
と
え
ば
巻
二
、
第
五
項
非
常
ノ
国
用
（
外
患
）
な
ど
に
も
、
、
「
…
…
平
和
ヲ
永
久
ニ
保
タ
ン
ト
欲
ス
レ
ハ
、
軍
人
ヲ
養
ヒ
武
器
ヲ
増
サ
サ
ル
ヤ
論

ヲ
侍
タ
ス
…
…
軍
人
ト
武
器
ノ
多
少
ハ
国
力
ノ
大
小
ニ
因
ル
ヤ
明
シ
…
…
と
あ
る
。
）

　
本
稿
で
は
軍
事
的
後
進
性
の
内
容
、
脱
却
方
法
な
ど
を
問
題
に
し
な
い
が
、
た
だ
注
意
す
べ
き
点
は
、
軍
事
力
増
強
の
た
め
生
ず

べ
き
経
済
均
衡
の
破
壊
の
危
険
に
つ
い
て
、
財
政
資
金
的
に
特
に
意
を
用
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
前
掲
、
兵
部
省
建

議
書
に
附
録
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
「
英
仏
其
外
五
カ
国
国
力
並
ニ
軍
備
表
」
、
更
に
「
兵
部
省
答
書
」
（
三
年
七
月
）
に
て

も
軍
事
費
の
割
合
の
過
大
が
国
民
経
済
を
破
壊
す
る
点
に
留
意
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
裏
書
き
す
る
も
の
と
し
て
、
当
時
の
わ
が
国
経
済
発
展
の
方
向
へ
の
意
識
が
、
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
に
よ

り
確
証
さ
れ
よ
う
。
こ
の
資
料
と
し
て
次
の
も
の
を
取
扱
っ
た
、

　
田
　
歳
入
歳
出
決
算
報
告
書
（
造
幣
局
印
刷
全
五
巻
）

　
悶
　
神
田
孝
平
「
増
補
農
商
建
国
弁
」
（
明
治
文
化
全
集
第
九
巻
）

274一



　
圀
　
山
本
覚
馬
「
管
見
」
（
写
本
）
（
明
治
元
年
）

　
之
等
よ
り
結
論
し
得
る
こ
と
は
、
農
工
商
の
同
時
的
発
展
方
式
で
あ
り
、
現
布
の
後
進
国
開
発
理
論
に
み
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
特
殊
な
方
式
こ
そ
が
、
明
治
に
お
け
る
経
済
発
展
を
成
長
意
識
の
み
よ
り
判
断
す
れ
ば
、
先
進
化
を
成
功
し
た

原
因
と
思
わ
れ
る
。
（
こ
の
詳
細
は
別
の
機
会
に
求
め
、
次
章
の
論
題
へ
移
る
）

　
　
　
　
第
二
章
　
明
治
初
期
の
後
進
性

　
　
第
一
節
　
基
準
１
　
金
　
利

　
前
章
の
基
準
の
う
ち
、
経
済
的
後
進
性
の
特
質
と
し
て
資
金
不
足
よ
り
生
ず
る
金
利
の
高
率
な
る
点
を
取
上
げ
て
み
よ
う
。
こ
こ

で
は
、
明
治
初
期
に
お
い
て
金
利
を
如
何
に
理
解
し
て
い
た
か
、
金
利
の
実
務
の
状
況
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
果
し
て
明

治
初
期
の
金
利
は
高
い
か
、
低
い
か
、
ま
た
そ
の
変
動
原
因
は
奈
辺
に
あ
る
や
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
Ｉ
　
明
治
初
期
の
金
利
の
理
解
…
…
こ
の
点
に
つ
い
て
二
つ
の
資
料
よ
り
検
証
し
た
。
そ
の
一
は
銀
行
雑
誌
、
第
拾
号
（
明
治
十

一
年
九
月
二
八
日
発
行
）
（
註
）
に
あ
る
「
利
息
相
庭
ノ
事
」
で
あ
る
。
之
に
依
れ
ば
利
息
相
庭
の
高
低
は
、
信
用
の
厚
薄
に
あ
る

の
で
な
く
、
各
国
、
各
々
自
然
相
応
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
英
国
四
銖
、
蘭
三
銖
、
本
州
聯
邦
六
、
七
銖
、
亜
細
亜
諸
国
一
割
内
外

で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
次
の
如
く
の
べ
て
い
る
。

　
…
…
資
本
蓄
積
ノ
多
少
是
ナ
リ
蓋
シ
国
ノ
資
本
未
タ
ヨ
タ
カ
ラ
サ
ル
ニ
当
テ
ヤ
資
本
運
転
ノ
競
争
少
ク
シ
テ
労
力
ノ
競
争
多
シ
其

　
勢
利
息
ノ
割
合
騰
貴
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
資
本
ノ
蓄
積
既
二
盛
ン
ナ
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
資
本
運
転
ノ
競
争
多
ク
シ
テ
労
力
ノ
競
争
少
シ
其
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勢
利
息
低
下
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
…
…
是
即
チ
利
息
自
然
相
庭
ノ
発
ス
ル
所
以
ニ
シ
テ
其
高
低
ハ
資
本
蓄
積
ノ
多
少
ニ
基
ス
ト
云
ワ
サ

　
ル
ヲ
得
ス
…
…

と
し
、
競
争
の
結
果
、
長
期
的
に
見
る
と
平
均
的
高
さ
に
落
着
く
こ
と
を
原
則
と
し
て
認
め
て
い
る
。
然
る
に
わ
が
国
に
お
い
て
は

い
ま
だ
、
か
か
る
自
然
相
庭
が
発
現
せ
ず
、
「
国
立
銀
行
ニ
於
テ
貸
付
ク
ル
利
息
ノ
割
合
ハ
多
ク
ハ
一
割
以
下
ニ
ア
リ
ト
ｓ
参
ゅ
Ｉ
Ｉ
参
是
レ

蓋
シ
各
種
資
本
ノ
利
息
悉
ク
低
減
セ
シ
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
特
ニ
貸
金
資
本
ノ
増
加
セ
シ
ニ
因
ル
ノ
ミ
…
…
」
、
利
息
割
合
の
高
低
の
原

因
を
公
債
発
行
と
銀
行
紙
幣
発
行
の
関
係
に
求
め
て
い
る
。
「
自
然
相
庭
ノ
高
低
那
辺
ニ
帰
ス
ヘ
キ
乎
固
ヨ
リ
推
測
シ
得
ヘ
キ
所
ニ

ア
ラ
ス
」
と
し
て
い
る
が
、
当
時
の
利
息
の
標
準
を
一
割
の
線
で
押
え
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
金
利
の
標
準
を
示
す
資
料
を
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
安
田
善
次
郎
の
「
金
禄
公
債
ヲ
抵
当
ト
シ
テ
資
金
ヲ
得
ル
ノ
方

法
」
（
銀
行
集
会
理
財
新
報
、
第
三
号
、
明
治
十
一
年
七
月
八
日
）
で
あ
り
、
主
と
し
て
士
族
就
業
の
際
の
資
金
利
殖
法
を
の
べ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
貸
出
側
の
意
向
が
見
ら
れ
る
が
、
「
一
、
金
縁
公
債
証
書
ノ
売
買
抵
当
ノ
禁
ヲ
解
カ
レ
シ
后
チ
ノ
自
立
ノ

生
産
ヲ
志
シ
一
ツ
ノ
確
実
ナ
ル
営
業
ニ
目
的
ア
リ
テ
資
本
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
所
持
ノ
金
禄
公
債
証
書
ヲ
抵
当
ト
シ
左
ノ
割
合
ヲ
以
テ

通
貨
ヲ
貸
借
ス
ヘ
シ
尤
モ
利
子
ハ
一
カ
年
元
金
ノ
九
分
ヲ
適
度
ト
定
メ
支
受
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
…
…
一
、
借
用
通
貨
ノ
利
子
年
九
米

ヲ
超
過
ス
ル
ト
キ
ハ
善
良
ナ
ル
此
ノ
法
モ
到
底
計
算
ニ
当
ラ
ス
然
ル
ニ
今
日
幸
ニ
国
立
銀
行
ノ
各
所
ニ
設
立
ス
ル
ア
リ
此
方
ニ
基
キ

年
九
分
ノ
利
子
ヲ
以
テ
貸
与
ス
ル
モ
ノ
必
然
尠
ナ
カ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
ト
信
ス
因
テ
前
述
ノ
如
ク
九
分
ノ
利
ヲ
適
度
ト
定
ム
ヘ
シ
（
弊
店

ニ
於
テ
ハ
コ
ノ
割
合
ニ
テ
貸
出
ス
ヘ
シ
）
」
と
あ
り
、
以
上
二
つ
の
資
料
よ
り
当
時
の
自
然
相
庭
の
標
準
が
年
九
分
―
一
割
の
線
で

あ
る
こ
と
を
推
察
し
う
る
。
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楫
西
氏
の
最
近
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
「
国
家
資
金
の
撒
布
と
し
て
重
要
な
も
の
は
銀
行
、
会
社
、
人
民
貸
で
あ
っ
た
…
・
：
利
率
は

特
別
の
場
合
を
除
き
六
分
な
い
し
七
分
の
低
率
で
あ
っ
た
…
…
」
（
「
殖
産
興
業
政
策
と
産
業
資
本
の
生
成
」
経
済
研
究
第
九
巻
三
号

一
九
五
八
年
七
月
号
）
と
あ
り
、
右
よ
り
幾
分
低
率
が
示
さ
れ
て
い
る
。
之
等
に
つ
い
て
は
更
に
史
的
検
証
を
必
要
と
す
る
。

　
Ｈ
　
金
利
に
関
す
る
参
考
資
料

　
前
項
で
金
利
の
自
然
相
庭
の
所
在
を
示
し
た
が
、
い
ま
蒐
集
し
た
資
料
を
二
大
別
し
て
時
間
的
変
化
を
調
べ
て
み
る
。
そ
の
一
は

日
本
金
融
史
資
料
を
中
心
と
し
た
も
の
、
そ
の
二
は
、
前
田
正
名
［
興
業
意
見
］
を
中
心
に
し
た
も
の
で
、
後
者
は
特
に
、
資
本
不

足
に
依
る
金
利
高
を
問
題
意
識
と
し
て
、
各
地
域
別
の
金
利
調
査
を
試
み
て
い
る
点
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

資
料
Ａ

　
田
紙
幣
整
理
概
要
よ
り

　
　
　
（
日
本
融
史
資
料
第
一
六
巻
明
治
大
正
編
　
一
五

　
　
　
三
頁
、
一
六
一
頁
、
一
六
六
頁
）

閣
紙
幣
整
理
始
末
よ
り
（
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
　
第
一
六
巻
、
三
一
、
三
二
、
七
一
、
七
三
、
七
九
、
各
参
照
）

　
　
明
治
初
期
の
後
進
性
に
関
す
る
研
究
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困
　
東
京
貸
付
金
利
昇
降
表
（
銀
行
業
会
所
調
）

東京貸付金利子昇降表
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回
　
七
分
利
付
金
禄
公
債
証
書
相
場
表

七歩利付金禄公債証書相場表
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資
料
Ｂ

　
　
「
興
業
意
見
」
に
あ
ら
わ
れ
た
金
利

　
前
田
正
名
の
「
興
業
意
見
」
は
明
治
十
七
年
に
発
表
さ
れ
、
そ
の
調
査
期
間
は

約
三
箇
年
を
費
し
た
前
後
三
十
巻
に
亘
る
尨
大
な
資
料
で
あ
る
。
本
稿
で
は
特
に

資
金
、
金
利
を
中
心
に
［
意
見
］
に
あ
ら
わ
れ
た
見
解
を
纒
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
「
意
見
」
に
の
べ
て
い
る
金
利
は
、
非
常
に
高
い
と
い
う
意
識
の
み
が
強
く
あ
ら

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
高
い
」
と
い
う
ク
ラ
イ

テ
リ
オ
ン
が
幾
何
で
あ
る
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
前
田
正
名
の
解
釈
で

は
、
前
記
の
安
田
善
次
郎
の
標
準
一
割
前
後
と
先
進
諸
国
家
の
金
利
相
場
と
の
比

較
を
意
識
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
困
「
意
見
」
巻
三

　
　
今
我
国
ノ
エ
業
家
カ
高
利
ノ
資
金
ヲ
用
フ
ル
ハ
一
般
ノ
コ
ト
ニ
テ
凡
ソ
一
割
ヨ
リ
ニ
割

　
　
ト
ス
。
…
…
起
業
者
カ
創
業
ノ
際
一
時
借
入
ル
ル
所
ノ
金
銭
ニ
至
リ
テ
ハ
五
両
一
歩
ノ

　
　
高
利
ナ
リ
ト
イ
フ
。
然
レ
ト
モ
尚
起
業
者
資
金
ニ
苦
シ
ミ
、
利
息
ノ
高
低
ヲ
問
フ
ニ
暇

　
　
ア
ラ
ス
シ
テ
、
カ
ノ
及
フ
限
り
金
策
ノ
事
ニ
奔
走
セ
リ
。
是
ニ
因
リ
テ
何
ノ
事
業
ヲ
営

　
　
ム
モ
其
利
悉
ク
金
利
ト
ナ
リ
テ
一
モ
引
合
フ
ヘ
キ
事
業
ナ
シ
。
我
国
ノ
金
利
高
キ
ハ
世
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界
ニ
其
比
類
ヲ
見
ス
。
左
ノ
金
利
表
ニ
ヨ
リ
テ
其
実
況
ヲ
推
知
ス
ヘ
シ
（
前
頁
表
）

と
あ
り
、
別
の
箇
所
に
資
金
と
事
業
の
均
合
わ
ざ
る
意
見
と
し
て
、
「
…
…
無
理
算
段
ノ
資
金
ニ
テ
起
セ
ル
事
業
多
ク
シ
テ
実
カ
ア
ル
起
業

少
ナ
キ
事
」
を
あ
げ
、
「
…
…
起
業
ノ
一
途
熱
心
シ
、
資
本
ノ
如
何
ヲ
顧
ミ
ス
、
…
…
数
箇
月
ヲ
出
ス
シ
テ
資
金
ノ
融
通
ニ
差
支
、
或
ハ
金
貸
会
社

ニ
依
頼
シ
テ
二
割
以
上
ニ
騰
ル
高
利
ノ
金
員
ヲ
借
り
受
ケ
、
…
…
金
利
等
ノ
為
メ
ニ
負
債
ヲ
重
フ
シ
、
将
来
、
維
持
ニ
苦
シ
ム
ノ
類
各
地
ニ
少
カ
ラ

サ
ル
…
…
」
と
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
み
て
、
資
本
不
足
に
依
る
当
然
の
結
果
と
し
て
当
時
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
回
「
意
見
」
巻
四

　
こ
の
点
は
更
に
、
巻
四
に
お
い
て
事
業
の
引
合
ざ
る
原
因
を
追
及
し
、
「
…
…
凡
ソ
起
業
ノ
計
画
定
マ
リ
テ
第
一
ニ
要
ス
ル
モ
ノ
資
本
ナ

リ
。
故
ニ
資
本
ノ
借
賃
、
即
チ
金
利
低
廉
ナ
レ
ハ
為
ス
所
ノ
事
業
モ
緩
ヤ
カ
ニ
、
得
益
モ
相
応
ナ
ル
ヲ
得
ヘ
ク
…
…
高
貴
ナ
ル
利
子
ノ
資
本
ヲ
借
リ

テ
事
業
ヲ
為
ス
モ
、
豈
ニ
能
ク
引
合
ワ
ン
ヤ
…
…
」
と
し
て
、
而
も
金
利
の
高
い
原
因
は
当
時
の
競
争
経
済
社
会
の
原
則
で
あ
る
こ
と
を

認
め
て
い
る
。

　
㈲
「
意
見
」
巻
十
六
…
…
巻
二
七

　
巻
十
六
よ
り
巻
二
七
は
、
各
地
方
の
農
工
商
に
係
る
現
行
法
律
の
影
響
及
び
将
来
法
律
を
要
す
る
情
況
に
関
し
て
詳
細
な
調
査
結

果
と
意
見
が
の
べ
て
あ
る
。
こ
の
項
は
各
府
県
別
に
分
れ
、
日
勧
業
上
の
意
向
、
山
農
商
工
に
係
る
法
律
の
影
響
及
び
将
来
法
律
を

要
す
る
情
況
、
目
農
商
工
金
融
の
実
況
、
聯
農
商
工
の
事
業
盛
衰
の
実
況
が
示
さ
れ
、
各
々
の
項
中
に
金
利
問
題
が
の
べ
て
あ
る
。

各
巻
に
見
ら
れ
る
金
利
に
つ
い
て
整
理
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
㈲
巻
十
六
よ
り
大
阪
府
に
つ
い
て

　
　
「
…
…
夫
レ
金
銭
運
転
ノ
緩
急
ハ
職
ト
シ
テ
商
況
ノ
盛
衰
ニ
関
セ
サ
ル
ナ
シ
商
況
ノ
盛
衰
ハ
専
ラ
物
価
ノ
高
低
ニ
起
因
ス
故
ニ
物
価
昇
騰
ス
ル
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ニ
当
リ
テ
ヤ
金
銭
モ
之
ニ
伴
ヒ
テ
急
劇
ヲ
顕
シ
随
テ
其
運
転
ノ
額
ヲ

　
増
シ
利
足
亦
之
ニ
伴
フ
テ
騰
貴
ス
故
ニ
為
替
ヤ
割
引
ヤ
其
運
動
ヲ
生

　
セ
サ
ル
ナ
シ
之
ニ
反
シ
テ
其
低
落
ス
ル
ヤ
資
本
ハ
去
テ
不
生
産
事
業

　
ニ
注
入
弥
々
商
況
ノ
不
活
溌
ヲ
致
ス
…
…
一
五
年
以
前
ト
十
五
年
以

　
後
ト
ノ
商
況
ヲ
黙
視
シ
眼
ヲ
開
テ
前
項
ノ
金
融
高
ト
後
表
ノ
米
銀
及

　
ヒ
利
子
又
ハ
公
債
ノ
高
低
ト
ニ
照
ラ
セ
ハ
其
間
恰
モ
経
済
ノ
相
分
ル

　
ル
如
シ
…
…
」

叫
巻
十
七
よ
り
　
三
重
県

　
「
…
…
又
金
銭
ノ
運
転
ハ
緩
ナ
リ
金
利
ノ
高
低
ニ
至
ツ
テ
ハ
各
地
完

　
ク
其
歩
合
ヲ
異
ニ
セ
リ
然
レ
ト
モ
強
テ
平
均
ス
レ
ハ
之
ヲ
両
年
間
ニ

　
比
シ
テ
三
分
ノ
一
マ
テ
低
下
シ
タ
ル
カ
如
シ
…
…
」

朗
巻
十
八
よ
り
　
千
葉
県

　
「
…
…
十
四
・
十
五
両
年
ハ
米
価
騰
貴
ニ
ヨ
リ
農
家
金
銭
ノ
潤
沢
ナ

　
ル
カ
為
メ
一
般
融
通
八
十
六
・
十
七
両
年
ニ
比
較
セ
ハ
幾
分
カ
多
カ

　
リ
シ
ト
雖
モ
其
増
減
ノ
高
何
程
ナ
リ
シ
ヤ
ハ
之
ヲ
詳
ニ
セ
ス
畢
竟
千

　
葉
県
ハ
商
業
地
ニ
ア
ラ
ス
二
個
ノ
国
立
銀
行
ア
リ
ト
雖
モ
一
般
融
通

　
金
ノ
多
寡
増
減
ヲ
識
ル
ニ
具
ニ
乏
シ
キ
ニ
由
ル
又
金
銭
運
転
緩
急
ノ

　
度
モ
識
ル
ニ
由
ナ
シ
而
テ
金
利
ノ
高
低
二
個
ノ
国
立
銀
行
利
子
ハ
左
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ノ
如
ク
ニ
シ
テ
甚
シ
キ
差
異
ナ
シ
、
貸
付
金
利
息
、
十
四
年
調
ナ
シ
、
十
五
年
上
半
季
（
一
割
一
分
ー
二
割
迄
）
同
下
（
一
割
二
分
ｌ

　
迄
）
十
六
年
上
（
同
上
）
同
下
（
同
上
）
十
七
年
上
（
同
上
）

卯
巻
十
九
よ
り
　
岐
阜
県

　
「
…
…
十
四
年
来
金
利
概
略
ノ
歩
合
ハ
左
ノ
如
シ

表７　金融比較表

㈲
巻
二
十
よ
り
　
秋
田
県

　
「
…
…
該
県
下
明
治
十
四
年
ノ
如
キ
ハ
一
般
諸
物
価
ノ
騰
貴
ニ
引
連
レ
各
業
共
気
配
最
モ
宣
ク
金
銭
運
転
ハ
急
劇
ニ
シ
テ
金
利
頗
ル
昇
騰
セ
リ

　
同
十
五
年
ニ
至
り
テ
物
価
聊
カ
低
落
ノ
景
況
ヲ
顕
出
セ
ル
モ
金
利
ハ
依
然
タ
リ
シ
ニ
同
年
秋
季
ニ
至
リ
テ
物
価
稍
々
低
落
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
金
融

　
壅
塞
ノ
状
況
ヲ
呈
シ
随
テ
金
利
ノ
低
落
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
Ｅ
Ｅ
十
四
年
以
来
ノ
比
較
ハ
左
表
ノ
如
シ
…
…
但
シ
貸
付
期
限
ハ
地
方
ノ
旧
慣
ニ
ヨ
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リ
種
々
ア
リ
ト
雖
モ
概
ネ
五
カ
月
以
上
十
カ
月
ヲ
限
リ
ト
ス
又
当
業
者
ノ
営
業
上
ニ
付
キ
信
用
貸
ノ
如
キ
ハ
低
利
ニ
シ
テ
月
数
モ
延
長
ナ
リ
ト

　
雖
モ
民
間
月
常
貸
借
八
本
表
ノ
如
シ
而
シ
テ
運
転
緩
急
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
利
子
ノ
高
騰
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
・
：
…
」

印
巻
二
十
一
よ
り
　
新
潟
県

　
…
…
又
金
融
ノ
緩
急
ハ
粗
々
前
項
ニ
陳
述
セ
ル
ノ
景
況
ニ
シ
テ
商
業
活
溌
ナ
レ
ハ
運
転
盛
ナ
リ
乃
チ
十
四
・
十
五
両
年
ハ
十
六
・
十
七
両
年
ニ

　
比
ス
レ
ハ
最
モ
急
ナ
ル
ヲ
以
テ
金
利
高
ク
猶
ホ
次
表
ノ
如
シ

明治十四年金利景況

同十五年分

同十六年分
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哨
巻
二
十
三
よ
り
　
広
島
県

　
…
…
金
利
ハ
管
内
各
地
多
少
ノ
差
異
ア
リ
ト
雖
モ
今
其
枢
要
ノ
個
所
二
三
ニ
就
テ
其
高
低
ノ
如
何
ヲ
見
ル
ニ
左
ノ
如
シ
（
表
９
）

㈲
二
十
四
巻
よ
り
　
徳
島
県

　
…
…
又
金
銭
運
転
ノ
景
況
ハ
融
通
ノ
減
少
前
項
ノ
如
ク
ナ
ル
ヲ
以
テ
商
家
モ
一
五
六
年
頃
ヨ
リ

　
益
々
物
価
ノ
下
落
商
況
ノ
不
活
溌
ノ
為
メ
壅
塞
ヲ
極
メ
又
農
家
ニ
於
テ
ハ
一
五
六
年
ノ
際
ニ
ハ

　
土
地
抵
当
借
り
盛
ン
ニ
行
レ
シ
ニ
地
所
下
落
（
地
所
ノ
下
落
ハ
五
六
割
以
上
ニ
及
フ
モ
需
要
者

　
ナ
シ
）
ノ
為
メ
該
抵
当
ヲ
以
テ
負
債
ヲ
弁
償
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
他
ノ
地
所
或
ハ
建
家
等
ヲ
以
テ
之

　
ヲ
補
充
ス
ル
ノ
惨
状
ニ
至
り
金
主
ハ
現
今
地
所
ニ
対
シ
テ
ハ
金
利
ノ
高
低
ヲ
論
セ
ス
之
ヲ
謝
絶

　
シ
利
子
ヲ
低
落
シ
テ
確
実
ノ
抵
当
ヲ
求
メ
空
シ
ク
金
ヲ
懐
ニ
シ
テ
貸
先
キ
ニ
苦
シ
ム
此
ノ
如
キ

　
景
況
ナ
ル
ヲ
以
テ
利
子
ノ
如
キ
モ
一
四
五
年
ニ
於
テ
ハ
一
割
五
分
ヨ
リ
ニ
割
ノ
処
現
今
ニ
至
リ

　
テ
ハ
高
キ
モ
一
割
二
分
ヨ
リ
確
実
ナ
ル
抵
当
ニ
至
リ
テ
ハ
八
分
七
分
ノ
低
落
ニ
至
ル
モ
金
主
ハ

　
尚
ホ
争
テ
之
レ
ヲ
求
ム
ル
ノ
有
様
ト
ナ
レ
リ

叫
巻
二
十
四
よ
り
　
高
知
県

　
…
…
回
顧
ス
レ
ハ
明
治
十
年
西
南
ノ
妖
雲
一
タ
ヒ
天
ニ
焔
リ
シ
ヨ
リ
経
済
社
会
ニ
非
常
ノ
劇
変

　
ヲ
来
タ
シ
就
中
紙
幣
ノ
増
発
ハ
物
価
騰
貴
ノ
原
因
ト
ナ
リ
金
銀
貨
ハ
意
外
ニ
上
昇
シ
公
債
証
書
ハ
之
ニ
反
シ
米
価
ハ
終
ニ
十
二
三
円
台
ニ
至
り

　
商
海
激
動
金
融
必
迫
延
テ
明
治
十
四
年
ノ
春
ニ
至
ル
モ
彼
ノ
激
浪
猶
ホ
未
タ
静
穏
ヲ
告
ケ
ス
商
業
者
ハ
浮
大
ノ
資
本
ヲ
要
シ
随
テ
金
利
一
層
上

　
昇
シ
同
年
ノ
末
ニ
及
ヒ
益
々
恐
慌
ヲ
極
メ
世
上
貸
借
ノ
金
利
八
年
三
四
割
ニ
達
セ
リ
之
ヲ
是
レ
金
利
最
高
運
転
最
急
ノ
時
期
ト
ス

田
巻
二
十
五
よ
り
福
岡
県
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…
…
十
四
年
以
来
年
々
下
階
昨
今
年
ニ
到
リ
テ
其
下
極
ニ
達
シ
タ
ル
カ
如
キ
景
況
ニ
シ
テ
流
通
ノ
度
ノ
遅
速
ナ
リ
シ
事
ハ
推
シ
テ
知
ル
ヘ
シ
而

　
　
シ
テ
金
利
モ
亦
金
融
ノ
壅
塞
ス
ル
ニ
随
ヒ
テ
低
下
シ
十
四
十
五
年
中
ハ
年
二
割
乃
至
三
割
ナ
リ
シ
モ
十
六
年
以
来
ハ
漸
ク
低
下
シ
テ
一
割
乃
至

　
　
一
割
五
歩
ニ
下
レ
リ

　
以
上
の
資
料
よ
り
推
測
す
る
に
、
金
利
は
概
ね
一
割
を
超
え
て
お
り
、
更
に
地
域
的
に
非
常
に
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
で

金
利
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
国
内
的
に
み
れ
ば
相
対
的
で
あ
り
、
国
際
的
に
は
絶
対
的
意
味
を
与
え
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

を
更
に
確
か
め
る
た
め
に
用
い
た
二
つ
の
資
料
を
次
に
補
充
し
て
お
こ
う
。
之
等
の
変
動
の
性
質
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
取
扱
わ
な

い
。

　
　
参
考
資
料
Ｉ
　
金
貨
国
金
利
表
（
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
第
十
六
巻
、
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
七
一
四
頁
）
　
（
表
一
〇
）

　
　
参
考
資
料
Ｈ
　
府
県
別
貸
付
金
利
表
（
別
紙
折
込
表
）

　
　
第
二
節
　
基
準
Ｈ
　
生
活
水
準

　
明
治
初
期
の
後
進
性
を
実
証
す
る
た
め
、
生
活
水
準
の
低
位
性
を
検
証
せ
ん
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
生
計
費
調
査
、
賃
銀
統
計
、

物
価
統
計
を
用
い
、
モ
デ
ル
と
し
て
最
低
生
活
水
準
を
算
定
し
、
之
を
標
準
と
し
て
生
活
水
準
の
実
態
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
明
治
初
期
の
生
活
水
準
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
前
田
正
名
の
　
「
興
業
意
見
」
よ
り
、
所
得
水
準
に
関
す
る
意
見
を
み
る
に
、

　
「
…
…
尚
ホ
一
言
注
意
ス
ヘ
キ
事
ア
リ
。
英
仏
等
ノ
諸
国
ハ
、
農
工
商
共
ニ
死
ン
ト
極
点
ノ
進
歩
ニ
連
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
故
ニ
十
年

間
ハ
左
表
ノ
如
キ
進
歩
ヲ
為
ス
ハ
頗
ル
難
事
ナ
リ
。
我
国
ハ
農
工
商
共
ニ
進
歩
猶
ホ
小
ナ
リ
。
少
シ
ク
注
意
セ
ハ
、
進
歩
ノ
割
合
ハ

英
仏
ノ
比
ニ
非
サ
ル
ヘ
シ
。
…
…
」
と
あ
り
、
各
国
の
一
人
当
り
所
得
を
次
の
如
く
表
示
し
て
い
る
。
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地域別一人一箇月生計費

こ
の
数
字
が
如
何
な
る
原
資
料
か
ら
算
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
当

時
の
先
進
諸
国
が
高
位
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
み
て
、
あ
る
程
度
の
比
較
資
料
と
し
て
取
扱
う

こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

　
註
　
「
興
業
意
見
」
巻
二

　
次
に
生
計
費
の
実
態
調
査
に
関
す
る
資
料
は
甚

だ
僅
少
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
群
馬
、
栃
木
、
静
岡
の
各
県
の
も
の
を
、

貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
（
明
治
二
六
年
）
よ
り
用
い
、
消
費
単
位
三
・
六

人
に
て
一
人
一
箇
月
当
り
所
得
に
換
算
し
、
十
三
衣
を
得
た
。

　
次
に
「
興
業
意
見
」
に
示
さ
れ
た
前
記
の
各
国
所
得
（
一
八
八
○

年
）
と
生
計
費
調
査
よ
り
の
数
字
を
検
証
す
る
た
め
に
、
賃
金
統
計
よ

り
左
の
如
き
表
を
作
成
し
た
。
之
は
一
八
八
○
年
（
明
治
十
三
年
）
の

み
を
取
扱
っ
た
。
本
資
料
は
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
の
も
の
を
使
用
し

た
。
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右
の
計
算
に
よ
れ
ば
前
項
の
生
計
費

調
査
よ
り
求
め
た
値
と
近
似
し
、
家
根

職
九
〇
円
を
除
け
ば
、
最
高
五
五
円
よ

り
最
低
一
三
円
間
に
に
散
布
し
、
世
界

の
所
得
比
較
よ
り
す
れ
ば
低
位
に
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
数

字
の
低
位
性
を
確
認
す
る
た
め
、
最
低

生
活
標
準
を
計
算
出
来
れ
ば
、
そ
の
差

額
に
依
っ
て
、
生
活
水
準
を
測
定
す
る

一
つ
の
基
準
と
な
る
に
違
い
な
い
。
そ

こ
で
一
人
当
り
最
低
生
活
費
を
想
定
す

る
た
め
左
の
計
算
を
試
み
た
。
ま
ず
、

最
低
基
準
食
を
標
準
五
人
世
帯
に
つ
い

て
次
の
如
く
想
定
す
る
。
之
は
当
時
の

年
令
構
成
よ
り
代
表
的
な
家
計
と
す

る
。
而
し
て
、
最
低
必
要
栄
養
量
は
第

二
次
大
戦
末
期
に
試
算
さ
れ
た
調
査
動
員
本
部
の
も
の
に
若
干
の
修
正
を
加
え
、
次
の
如
く
規
定
し
た
。
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こ
の
カ
ロ
リ
ー
、
蛋
白
質
を
充
足
す
る
た
め
、
明
治
初
期
に
与
え
ら
れ
た
消
費
物
資
に
て
換
算
を
次
表
の
如
く
試
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
２
）

　
エ
ン
グ
ル
係
数
を
静
岡
県
生
計
調
査
よ
り
引
用
し
て
、
六
〇
と
み
る
と
き
、
最
低
生
活
費
は
一
四
円
三
三
銭
が
得
ら
れ
る
。
之
を

三
・
六
人
世
帯
で
還
元
す
れ
ば
一
人
当
り
一
カ
月
三
円
九
八
銭
、
一
カ
年
四
七
円
七
六
銭
が
得
ら
れ
、
こ
の
値
は
地
域
的
条
件
な
ど

無
視
す
れ
ば
、
明
治
初
期
の
最
低
生
活
は
少
く
も
一
カ
年
四
〇
円
ー
五
〇
円
の
間
に
あ
る
こ
と
を
推
定
し
得
よ
う
。

　
以
上
の
諸
資
料
か
ら
比
較
表
を
作
成
す
る
と
表
一
六
の
如
く
で
あ
る
。

　
右
の
比
較
よ
り
直
ち
に
結
論
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
、
「
興
業
意
見
」
に
依
れ
ば
、
農
工
従
業
者
の
六
割
以
上
は
下
等
に
属

す
る
こ
と
よ
り
推
計
す
れ
ば
、
国
民
の
半
数
以
上
は
下
等
階
級
に
あ
り
、
従
っ
て
最
低
生
活
費
以
下
の
生
活
水
準
、
い
わ
ば
生
存
水

準
に
近
い
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
窮
わ
れ
る
。
（
未
完
）
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